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【はじめに】 

 Salmonella Chester (SC)は時に大き な食中毒被害の原因 と な るが 、 動物への影響は不明で

あ る 。 日本におけ る代表的な SC によ る食中毒発症事例 と し て 、 1999年にイ カ乾製品を原

因 と する 、 Salmonella Oranienburg と SC の食中毒発症事例 [1] があ る 。 海外においては 、

2010年にア メ リ カで冷凍食品を原因 と する事例があ り 、 感染は18州 と 広域での発生であっ

た [2] 。 動物か ら SC が分離された事例 と し て 、 西オース ト ラ リ アで屠殺された山羊 400

頭の う ち11頭か ら検出された事例 [3] や 、 南アフ リ カで分離された動物 （ 牛 、 豚 、 鳥 、 羊

等 ） 由来サルモネ ラ 3,417 株の う ち 113 株が SC であった事例 [4] があ る 。 今回 、 国内で

初めて臨床症状を示す乳用牛か ら SC が分離されたので 、 概要を報告する 。  

 

【発生概要】 

 県内酪農家において令和元年 5 月 6 日よ り 、 牛 1 頭が発熱を呈し 、 翌日よ り 下痢や食欲

不振も認め られた 。 セフ ェ ム系やフルオロ キ ノ ロ ン系抗菌剤によ る治療に反応し た も のの 、

他の牛に も症状が認め られたため病性鑑定を実施し た 。 当該牛の糞便か ら有意な菌は分離

されなかったが 、 その後畜主が体調を崩し O4 群のサルモネ ラ症 と 診断されたため 、 改め

てサルモネ ラ症を強 く 疑い新たに発症し た牛を含め再び糞便を採材し検査を実施し た 。 牛

舎構造は25頭の列が 2 列 と なってお り 、 計50頭を飼育し ている （ 図 1 ）。  

 



図 1  発生経緯と検査牛の飼育場所 

 

【材料と方法】 臨床症状を示す乳用牛等 6 頭 （ No.1-6 ） か ら採取し た糞便を常法に従っ

て培養し た 。 No.6か ら分離された 1 株を用いて O群型別 、 H型別 、 Salmonella 特異的PCR 、

Salmonella Typhimurium （ ST ） 特異的 PCR[5] 及び12剤について薬剤感受性試験 （ デ ィ ス

ク拡散法 ） を実施し た 。 O群型別及びH 型別には市販サルモネ ラ免疫血清を使用し た 。 ウ

イルス学的検査 と し て糞便でロ タ ウ イルス 、 コ ロナウ イルス 、 ト ロ ウ イルス 、 牛ウ イルス

性下痢ウ イルス （ BVDV ） の RT-PCR を 、 血清で ト ロ ウ イルス 、 コ ロナウ イルス 、 BVDV

の中和抗体検査を行った 。  

 

【結果】 

 No.6の糞便か ら H2S 産生コ ロ ニーが検出された 。 Salmonella 特異的PCR陽性 、 ST 特異

的PCR陰性 、 O群型別では O4 群で凝集が認め られた 。 H型別では血清型 e,h 及び e,n 、

x で凝集が認め られた 。 血清型 e,h 、 e,n それぞれに対する市販相誘導用培地で培養し た

のち凝集を確認し た と こ ろ 、 e,h を抑制し た も のは e,n 及び x で凝集が認め られ 、 e,n を

抑制し た も のでは e,h で凝集が認め られた （ 表 1 ）。 以上の結果よ り 、 本菌株を血清型

SC （ O4:e,h:e,n,x ） と 同定し た 。 薬剤感受性試験では12剤中 4 剤に感受性を示し た （ 表

2 ）。 ウ イルス学的検査のPCRは全て陰性 、 中和抗体検査でNo.1のみ BVDV Ⅰ型の抗体価

の若干の上昇が認め られた 。  

表 1  H型別結果 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

a b c d e,h G i k L r y e,n 1 z z4 z10 z29 x z15

No.6 － － － － ＋ － － － － － － ＋ － － － － － ＋ －

e,n 1 x L e,h 1

No.6 ＋ － ＋ － ＋ －

e,h相誘導 e,n相誘導



表 2  薬剤感受性試験結果 

 

 

【まとめ及び考察】 

 本事例は下痢を示す牛か ら SC が分離された初めての報告であ る 。 SC が分離された牛

は 1 頭のみであ る も のの 、 下痢に関する他病原体は検出されていないため 、 症状に関与し

た可能性が考え られた 。 分離菌株は薬剤感受性試験で12薬剤中 4 剤しか感受性を示さ なか

った 。 特に CL に関し ては牛か ら分離されたサルモネ ラ が耐性を保有し ている率は と て も

低い [6] 。 近年世界的に多剤耐性菌感染症が問題 と なっているが 、 その治療に有用だ と し

て CL が再承認された [7] 。 こ のよ う に CL の治療薬 と し ての重要性は高 く なって き てい

る ため 、 今後同様の症状が認め られた場合には使用する抗菌剤を厳選し 、 これ以上の耐性

を獲得し ないよ う 注意し てい く 必要があ る と 考え られた 。 本症例の畜主由来株はすでに廃

棄されていたため精査でき なかったが 、 O4 群であ る こ と か ら 、 牛 と 畜主の間で感染があ

った可能性があ る 。 今後同様の事例があった と きには罹患牛 と 畜主の菌株を比較し 、 感染

経路等について も考察し ていき たい 。  
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